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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年12月17日(2020.12.17)

【公開番号】特開2020-91372(P2020-91372A)
【公開日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【年通号数】公開・登録公報2020-023
【出願番号】特願2018-227619(P2018-227619)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/47     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/04     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   26/10     　　　Ｆ
   Ｂ４１Ｊ    2/47     １０１Ｚ
   Ｇ０３Ｇ   15/04     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    1/113    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月4日(2020.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の感光体及び第２の感光体と、
　前記第１の感光体及び前記第２の感光体に形成された静電潜像をトナーを用いて現像す
る第１の現像部及び第２の現像部と、
　前記第１の感光体、前記第２の感光体、前記第１の現像部、前記第２の現像部よりも鉛
直方向の下方に配置された光走査装置と、
　を備え、
　前記光走査装置は、
　第１のレーザ光が前記第１の感光体を走査し、第２のレーザ光が前記第２の感光体を走
査するように、前記第１のレーザ光及び前記第２のレーザ光を偏向する偏向器と、
　前記偏向器を内部に収容する筐体であって、前記第１のレーザ光を前記筐体の内部から
外部へ通過させ前記第１のレーザ光の走査方向に長尺な第１の開口部と前記第２のレーザ
光を前記筐体の内部から外部へ通過させ前記第２のレーザ光の走査方向に長尺な第２の開
口部とが形成された前記筐体と、
　前記第１の開口部を閉塞するとともに前記第１のレーザ光を透過させる第１の透過部材
と、
　前記第２の開口部を閉塞するとともに前記第２のレーザ光を透過させる第２の透過部材
と、
　前記第１の透過部材の表面を清掃するために前記第１の透過部材の表面に接触する第１
の清掃部材と、
　前記第２の透過部材の表面を清掃するために前記第２の透過部材の表面に接触する第２
の清掃部材と、
　可撓性を有し、前記第１の清掃部材と前記第２の清掃部材を一体的に保持する保持部材
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と、
　前記第１の清掃部材及び前記第２の清掃部材が、前記第１の透過部材及び前記第２の透
過部材の長手方向である第１の方向に移動するように、前記保持部材を移動させる移動手
段と、
　前記第１の方向に沿って延び、前記保持部材における前記第１の方向と鉛直方向とに直
交する第２の方向における前記保持部材の一端側が係合し、前記保持部材の移動を案内す
る第１のガイド部と、
　前記第１の方向に沿って延び、前記第２の方向における前記保持部材の他端側が係合し
、前記保持部材の移動を案内する第２のガイド部と、
　前記保持部材に設けられ、前記保持部材を弾性変形させて前記第２の方向における前記
保持部材の端部と前記第１のガイド部との係合を解除するために作業者が掴むためのグリ
ップと、
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記グリップは前記保持部材の上面から上方へ突出していることを特徴とする請求項１
に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記グリップは前記第２の方向における前記保持部材の端部側に設けられていることを
特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記保持部材の一端側には、前記第２の方向において前記第１のガイド部に対して前記
第２のガイド部が位置する側とは反対側から前記第１のガイド部に入り込んで係合する第
１の係合部が設けられており、前記保持部材の他端側には、前記第２の方向において前記
第２のガイド部に対して前記第１のガイド部が位置する側とは反対側から前記第２のガイ
ド部に入り込んで係合する第２の係合部が設けられており、
　前記保持部材を鉛直方向に沿って見たときに、前記グリップは前記第２の方向において
前記第１のガイド部に対して前記第２のガイド部が位置する側とは反対側に位置し、前記
グリップは前記保持部材を下に凸な形状に弾性変形させるために作業者によって掴まれる
ことを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記保持部材の一端側には、前記第２のガイド部から前記第１のガイド部へ向かう方向
に前記第１のガイド部に入り込んで係合する第１の係合部が設けられており、前記保持部
材の他端側には、前記第１のガイド部から前記第２のガイド部へ向かう方向に前記第２の
ガイド部に入り込んで係合する第２の係合部が設けられており、
　前記保持部材を鉛直方向に沿って見たときに、前記グリップは前記第２の方向において
前記第１のガイド部に対して前記第２のガイド部が位置する側とは反対側に位置し、前記
グリップは前記保持部材を上に凸な形状に弾性変形させるために作業者によって掴まれる
ことを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記第２の方向における前記保持部材の他端側に設けられた、前記グリップとは異なる
他のグリップを備え、
　前記他のグリップは、前記保持部材を弾性変形させて前記保持部材の他端側と前記第２
のガイド部との係合を解除するために作業者によって掴まれることを特徴とする請求項３
に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記グリップと前記他のグリップは、前記保持部材の上面から上方に向けて突出してい
ることを特徴とする請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記保持部材の一端側には、前記第２の方向において前記第１のガイド部に対して前記
第２のガイド部が位置する側とは反対側から前記第１のガイド部に入り込んで係合する第
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１の係合部が設けられており、前記保持部材の他端側には、前記第２の方向において前記
第２のガイド部に対して前記第１のガイド部が位置する側とは反対側から前記第２のガイ
ド部に入り込んで係合する第２の係合部が設けられており、
　前記保持部材を鉛直方向に沿って見たときに、前記グリップは前記第２の方向において
前記第１のガイド部に対して前記第２のガイド部が位置する側とは反対側に位置し、前記
他のグリップは前記第２の方向において前記第２のガイド部に対して前記第１のガイド部
が位置する側とは反対側に位置し、前記グリップは前記保持部材を下に凸な形状に弾性変
形させるために作業者によって掴まれることを特徴とする請求項６に記載の画像形成装置
。
【請求項９】
　前記保持部材の一端側には、前記第２のガイド部から前記第１のガイド部へ向かう方向
に前記第１のガイド部に入り込んで係合する第１の係合部が設けられており、前記保持部
材の他端側には、前記第１のガイド部から前記第２のガイド部へ向かう方向に前記第２の
ガイド部に入り込んで係合する第２の係合部が設けられており、
　前記保持部材を鉛直方向に沿って見たときに、前記グリップは前記第２の方向において
前記第１のガイド部に対して前記第２のガイド部が位置する側とは反対側に位置し、前記
グリップは、前記保持部材を上に凸な形状に弾性変形させるために作業者によって掴まれ
ることを特徴とする請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記第２の方向において前記第２の清掃部材よりも前記保持部材の端部側に設けられた
前記グリップである第１のグリップと、
　前記第１の清掃部材と前記第２の清掃部材との間において前記保持部材に設けられ、前
記保持部材を弾性変形させて前記第２の方向における前記保持部材の端部と前記第１のガ
イド部との係合を解除するために作業者が前記第１のグリップとともに掴むための第２の
グリップと、
　備えることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するための本発明に係る画像形成装置の代表的な構成は、第１の感光体
及び第２の感光体と、前記第１の感光体及び前記第２の感光体に形成された静電潜像をト
ナーを用いて現像する第１の現像部及び第２の現像部と、前記第１の感光体、前記第２の
感光体、前記第１の現像部、前記第２の現像部よりも鉛直方向の下方に配置された光走査
装置と、を備え、前記光走査装置は、第１のレーザ光が前記第１の感光体を走査し、第２
のレーザ光が前記第２の感光体を走査するように、前記第１のレーザ光及び前記第２のレ
ーザ光を偏向する偏向器と、前記偏向器を内部に収容する筐体であって、前記第１のレー
ザ光を前記筐体の内部から外部へ通過させ前記第１のレーザ光の走査方向に長尺な第１の
開口部と前記第２のレーザ光を前記筐体の内部から外部へ通過させ前記第２のレーザ光の
走査方向に長尺な第２の開口部とが形成された前記筐体と、前記第１の開口部を閉塞する
とともに前記第１のレーザ光を透過させる第１の透過部材と、前記第２の開口部を閉塞す
るとともに前記第２のレーザ光を透過させる第２の透過部材と、前記第１の透過部材の表
面を清掃するために前記第１の透過部材の表面に接触する第１の清掃部材と、前記第２の
透過部材の表面を清掃するために前記第２の透過部材の表面に接触する第２の清掃部材と
、可撓性を有し、前記第１の清掃部材と前記第２の清掃部材を一体的に保持する保持部材
と、前記第１の清掃部材及び前記第２の清掃部材が、前記第１の透過部材及び前記第２の
透過部材の長手方向である第１の方向に移動するように、前記保持部材を移動させる移動
手段と、前記第１の方向に沿って延び、前記保持部材における前記第１の方向と鉛直方向
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とに直交する第２の方向における前記保持部材の一端側が係合し、前記保持部材の移動を
案内する第１のガイド部と、前記第１の方向に沿って延び、前記第２の方向における前記
保持部材の他端側が係合し、前記保持部材の移動を案内する第２のガイド部と、前記保持
部材に設けられ、前記保持部材を弾性変形させて前記第２の方向における前記保持部材の
端部と前記第１のガイド部との係合を解除するために作業者が掴むためのグリップと、を
備えることを特徴とする。


	header
	written-amendment

